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社会福祉学部・社会福祉学科 34 32 66
心理学部・心理学科 13 32 45
教育学部・教育学科 47 55 102












































































































友達ができる・会話ができる 23（15.6,  9.2）
アプリなどで暇を埋められる 16（10.9,  6.4）
アプリなどの機能が便利 15（10.2,  6.0）
いつも人とつながっている感覚でいられる 11（ 7.5,  4.4）
どこでもインターネットが使える  4（ 2.7,  1.6）
友人・ツイッターなど、テレビ以外から情報が入ってくる  4（ 2.7,  1.6）
音楽・動画を楽しめる  3（ 2.0,  1.2）
時計がいらない  3（ 2.0,  1.2）
遊びやすくなった  3（ 2.0,  1.2）
災害時に伝言ダイアルが使える  3（ 2.0,  1.2）
公衆電話・固定電話が不要になった  2（ 1.4,  0.8）
写真など、思い出を残せる  1（ 0.7,  0.4）
持っていると不安にならない  1（ 0.7,  0.4）
気になるニュースがすぐに見られる  1（ 0.7,  0.4）
メモ代わり  1（ 0.7,  0.4）
操作が楽  1（ 0.7,  0.4）









直接会話の機会が減った 14（ 9.5, 5.6）
すぐ触りたくなる・気になる 12（ 8.2, 4.8）
犯罪との関係 10（ 6.8, 4.0）
知らない人から電話やメールが来る  9（ 6.1, 3.6）
目が悪くなる・疲れる  8（ 5.4, 3.2）
他人に自分の行動を知られることが多くなったことへの不安  7（ 4.8, 2.8）
つい頼ってしまう  7（ 4.7, 2.8）
漢字が書けなくなる  5（ 3.4, 2.0）
充電が頻繁  4（ 2.7, 1.6）
情報に左右されやすい  4（ 2.7, 1.6）
連絡が来ないと心配・こないと不安  4（ 2.7, 1.6）
違法サイトなどの違法ダウンロ ドーの恐れ  4（ 2.7, 1.6）
スマ トーフォンを使用する時間が多くなった  4（ 2.7, 1.6）
会話中に相手が使っているとイライラする  3（ 2.0, 1.2）
生活リズム・睡眠の乱れ  3（ 2.0, 1.2）
人間関係が面倒くさくなる  3（ 2.0, 1.2）
スマ トーフォンを使ったゲームをしてしまう  3（ 2.0, 1.2）
ウイルスの存在  3（ 2.0, 1.2）
他の事に集中できなくなる  3（ 2.0, 1.2）
メールへの返事が面倒  2（ 1.4, 0.8）
いじめとの関連  2（ 1.4, 0.8）
コミュニケーション能力の低下  2（ 1.4, 0.8）
ポケットが重くなった  1（ 0.7, 0.4）
メールなどで相手の表情がわからない  1（ 0.7, 0.4）
姿勢が悪くなる  1（ 0.7, 0.4）
スマ トーフォンが壊れたとき連絡が取れない  1（ 0.7, 0.4）
仕事をつい頼んでしまう  1（ 0.7, 0.4）
手紙を使わなくなった  1（ 0.7, 0.4）
つながるサイトに限りがある  1（ 0.7, 0.4）
外出の機会が減った  1（ 0.7, 0.4）
考えることが少なくなった  1（ 0.7, 0.4）






















総合（N=251) 非依存 (N=77) 依存傾向 (N=158) 依存（N=16)
呼吸器 0.051 -0.003 -0.032 0.409
目や皮膚 0.055 -0.232 0.048 0.171
口とおしり 0.067 0.071 0.063 0.158
消化器 0.069 0.189 0.037 0.278
多愁訴 0.121 0.096 0.147 0.410
生活不規則 0.158 0.096 0.088 0.345
直情径行 0.303 0.224 0.264 -0.059
情緒不安定 0.102 0.077 0.170 -0.034
抑うつ 0.047 -0.020 0.132 0.053
攻撃 -0.074 0.016 -0.100 -0.369
神経質 0.059 0.131 0.159 -0.092
心身症 0.133 -0.027 0.215 0.057
神経症 0.153 -0.035 0.224 -0.021
虚構 -0.226 -0.356 -0.074 -0.158
統合失調 -0.159 -0.232 0.020 0.079
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Correlation between the Smart Mobile Phone Use and Health Conditions  
in the University and/or College Students in the First Grade
Hisashi KURIBARA*1, Ryuichi KOMATA*2, Masato MORI*2 and Takao SASAKI*3
*1 Junior College, *2 School of Education and  
*3 School of Social Welfare, Tokyo University of Social Welfare (Isesaki Campus) 
 2020-1 San’o-cho, Isesaki-city, Gunma 372-0831, Japan
Abstract : Correlation between the smart mobile phone use and the health conditions were assessed in 251 university 
and/or college students of the first grade (96 males and 155 females).  The students with higher level of smart phone 
dependence showed a higher score for impulsiveness, and lower scores for lie and schizophrenia.  In addition, the 
dependence liability was positively correlated with the symptoms of respiration, digestion, multiple complaints 
(subjective symptoms), irregularity of life and total somatic upset, and negatively correlated with the symptom of 
aggressiveness.  These results suggest that over use of smart mobile phone results in negative effects on the various 
types of health conditions.
(Reprint request should be sent to Hisashi Kuribara)
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